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第
一
節
長
崎
に
お
け
る
海
軍
伝
習
の
創
始
　
ポ
ン
ペ
の
医
学
伝
習
を
導
く
条
件
と
し
て
、
海
軍
伝
習
が
あ
る
。
安
政
四
年
（
一
八
五
七
年
）
の
ポ
ン
ペ
の
渡
来
は
安
政
二
年
（
一
八
五
五
年
）
に
長
崎
に
創
始
さ
れ
た
海
軍
伝
習
の
教
官
と
交
代
す
る
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
第
二
次
海
軍
伝
習
派
遣
隊
の
募
集
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
第
二
次
海
軍
伝
習
の
こ
と
を
述
べ
る
前
に
、
日
本
で
初
め
て
行
わ
れ
た
海
軍
伝
習
、
即
ち
日
本
海
軍
創
設
の
こ
と
を
示
し
て
置
こ
う
。
　
日
蘭
両
国
の
貿
易
関
係
は
、
欧
米
諸
国
の
情
勢
と
共
に
変
転
し
、
幕
末
当
時
は
全
く
行
き
詰
り
の
状
態
に
陥
っ
て
い
た
。
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
年
）
、
東
イ
ン
ド
会
社
は
営
業
を
停
止
し
、
翌
年
、
解
散
し
た
の
も
フ
ラ
ン
ス
大
革
命
の
影
響
で
あ
る
が
、
オ
ラ
ン
ダ
政
府
は
日
蘭
関
係
の
更
新
を
企
図
し
、
弘
化
元
年
七
月
二
日
（
一
八
四
四
年
八
月
十
四
日
）
長
崎
に
入
港
し
た
オ
ラ
ン
ダ
船
に
国
王
ウ
ィ
ル
レ
ム
ニ
世
≦
三
〇
昌
一
の
開
国
を
勧
め
る
国
書
を
奉
呈
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
叉
商
館
長
レ
フ
ァ
イ
ス
ソ
ン
い
o
＜
膏
8
ぎ
　
　
　
第
二
章
　
長
崎
医
学
の
基
礎
の
ア
メ
リ
カ
と
日
本
と
の
交
渉
に
対
す
る
態
度
、
後
任
の
商
館
長
ド
ン
ケ
ル
・
ク
ル
チ
ウ
ス
U
o
艮
段
O
霞
瓢
島
の
幕
府
に
対
ず
る
勧
告
も
日
蘭
関
係
の
新
し
い
発
展
を
望
む
た
め
の
努
力
で
あ
っ
た
。　
弘
化
元
年
（
一
八
四
四
年
）
の
オ
ラ
ン
ダ
使
節
の
開
国
勧
誘
は
幕
府
に
大
動
揺
を
与
え
、
翌
年
は
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
両
国
船
の
来
航
を
み
て
、
幕
府
は
七
月
に
は
文
武
芸
術
の
精
励
、
風
儀
振
粛
の
件
を
令
し
、
翌
月
、
海
岸
防
禦
事
務
係
を
設
け
た
り
し
た
。
こ
の
年
十
二
月
に
は
、
医
師
の
学
業
を
戒
励
し
た
が
、
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
年
）
に
は
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
三
国
の
船
の
日
本
近
海
游
戎
が
あ
っ
て
、
漸
次
、
幕
府
は
態
度
を
開
国
か
鎖
国
か
の
何
れ
か
に
決
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
同
年
閏
五
月
に
も
ア
メ
リ
カ
は
通
商
を
求
め
て
お
り
、
幕
末
の
国
際
状
態
の
均
衡
は
益
々
調
整
の
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
寛
永
以
来
の
幕
府
の
鎖
国
政
策
は
寛
政
時
代
に
至
っ
て
国
防
の
一23一
　
　
　
第
一
節
　
長
崎
に
お
け
る
海
軍
伝
習
の
創
始
重
要
性
を
痛
感
し
、
幕
府
の
方
針
も
そ
の
線
で
強
化
さ
れ
て
来
て
い
た
が
、
十
九
世
紀
前
半
期
の
国
際
状
勢
の
変
転
を
機
と
し
て
、
次
第
に
そ
の
展
開
を
み
せ
は
じ
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
年
）
に
も
外
国
船
の
渡
来
が
続
き
、
翌
年
も
イ
ギ
リ
ス
は
通
商
を
求
め
て
来
た
。
鎖
国
政
策
の
理
念
と
し
て
は
穣
夷
の
思
想
が
附
加
さ
れ
て
、
七
月
及
び
八
月
に
は
海
防
の
修
築
、
調
練
大
砲
の
操
術
等
が
頻
々
と
し
て
令
さ
れ
、
九
月
に
は
砲
術
稽
古
の
令
が
あ
っ
た
。
叉
、
十
二
月
に
は
、
防
備
の
厳
重
を
期
す
べ
き
令
が
幕
府
よ
り
示
さ
れ
て
、
開
国
の
気
運
は
全
く
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
時
、
即
ち
、
こ
の
年
二
月
に
は
幕
府
は
蘭
学
医
が
増
加
し
て
い
る
が
、
御
医
師
は
蘭
法
を
用
い
る
べ
き
で
な
い
と
し
、
内
科
系
の
医
師
の
西
洋
医
学
の
研
究
と
実
践
を
禁
じ
、
外
科
、
眼
科
等
の
外
治
は
蘭
法
を
用
い
て
も
よ
い
と
除
外
例
を
設
け
た
。
こ
れ
は
オ
ラ
ン
ダ
医
学
の
外
科
系
医
学
に
お
け
る
特
技
を
尊
重
し
た
立
場
で
あ
っ
た
が
、
九
月
に
は
洋
学
が
盛
ん
に
な
り
、
蘭
書
の
訳
述
が
多
く
な
っ
た
の
に
対
し
て
、
浅
学
の
者
の
取
扱
い
を
取
締
っ
た
。
　
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
年
）
に
入
る
と
、
オ
ラ
ン
ダ
は
風
説
と
し
て
近
く
ア
メ
リ
カ
人
が
江
戸
近
海
に
入
っ
て
通
商
を
乞
う
計
画
が
あ
る
旨
を
幕
府
に
伝
え
て
い
る
が
、
こ
の
頃
よ
り
翌
年
に
か
け
て
、
財
政
は
窮
迫
し
、
遂
に
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
年
）
七
月
に
は
他
の
土
木
工
事
の
こ
と
に
関
連
し
て
海
岸
防
備
に
よ
る
支
出
多
端
の
た
め
、
工
事
を
中
止
す
る
旨
を
令
し
た
り
し
て
、
幕
府
は
諸
種
の
禁
令
を
示
し
て
い
る
。
翌
五
年
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
及
び
ロ
シ
ア
両
国
船
の
来
航
を
み
た
が
、
八
月
に
入
っ
て
、
長
崎
奉
行
牧
志
摩
守
は
オ
ラ
ン
ダ
人
の
上
申
に
よ
っ
て
、
北
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
通
商
の
開
始
を
請
う
意
志
を
示
し
て
い
る
旨
を
幕
府
に
報
告
し
、
且
つ
外
国
情
勢
を
示
し
、
日
本
の
た
め
の
良
策
を
奨
め
た
。
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
年
）
に
は
オ
ラ
ン
ダ
人
の
風
説
通
り
、
ア
メ
リ
カ
の
艦
船
は
沖
縄
を
経
て
浦
賀
か
ら
本
牧
に
来
た
の
で
、
六
月
六
日
（
陽
暦
七
月
十
一
日
）
、
幕
府
は
防
備
を
厳
に
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
全
く
乱
衆
状
態
に
陥
っ
た
幕
府
及
び
諸
藩
は
擁
夷
を
主
張
し
て
砲
台
の
構
築
を
議
し
た
が
、
七
月
及
び
八
月
に
も
・
シ
ア
の
艦
船
が
オ
ラ
ン
ダ
風
説
通
り
、
長
崎
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。
九
月
に
は
幕
府
は
遂
に
質
素
令
と
共
に
鎖
国
以
来
の
政
策
大
船
製
造
の
禁
を
解
き
、
海
防
の
準
備
を
整
え
始
め
た
の
で
あ
っ
た
。
十
一24一
月
に
入
っ
て
、
西
洋
砲
術
の
稽
古
を
精
励
す
べ
き
訓
令
を
発
し
た
幕
府
は
オ
ラ
ン
ダ
に
軍
艦
及
び
大
小
砲
、
兵
書
等
の
送
付
方
を
依
頼
し
、
一
方
、
隊
伍
調
練
、
騎
馬
調
練
を
励
ま
し
め
て
い
る
。
十
一
月
に
は
大
船
大
砲
の
類
の
西
洋
式
を
用
い
る
必
要
は
あ
る
が
、
調
練
の
号
令
、
器
具
機
械
の
呼
称
は
外
国
語
を
用
い
て
は
い
け
な
い
旨
を
伝
え
、
陸
上
の
稽
古
及
び
海
上
の
打
ち
方
練
習
を
も
令
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
弘
化
、
嘉
永
の
頃
は
全
く
国
防
、
穣
夷
に
明
け
暮
れ
乍
ら
、
な
お
、
そ
れ
に
備
え
る
の
に
オ
ラ
ン
ダ
を
通
じ
た
洋
式
兵
備
が
重
視
さ
れ
始
め
て
い
た
こ
と
も
観
過
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
事
実
で
あ
っ
た
。
　
こ
う
し
た
世
情
の
緊
迫
期
に
、
ク
ル
チ
ウ
ス
は
幕
府
に
対
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
政
府
は
日
本
が
船
舶
の
製
式
を
改
正
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
喜
び
に
耐
え
な
い
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
自
ら
進
ん
で
日
本
の
企
て
を
援
助
し
、
操
縦
指
揮
の
方
法
な
ど
も
伝
習
し
た
い
と
考
え
る
が
、
も
し
そ
の
必
要
が
あ
れ
ば
地
理
学
、
測
量
学
、
機
関
学
、
造
船
学
、
砲
術
学
等
の
熟
練
者
を
派
遣
し
て
、
軍
備
に
必
要
な
学
術
の
教
導
に
充
て
た
い
。
海
上
の
威
力
を
整
備
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
先
ず
戦
艦
、
特
に
蒸
気
船
を
持
つ
こ
と
が
　
　
　
第
二
章
　
長
崎
医
学
の
基
礎
先
決
問
題
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
造
船
所
と
ド
ッ
ク
を
築
造
す
る
要
が
あ
る
旨
を
伝
え
た
が
、
幕
府
も
そ
の
要
を
充
分
痛
感
し
て
い
た
際
で
も
あ
っ
て
、
遂
に
オ
ラ
ン
ダ
に
依
頼
し
て
、
幕
府
海
軍
の
創
設
と
そ
の
整
備
を
計
画
し
た
の
で
あ
る
。
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
年
）
の
い
わ
ゆ
る
黒
船
騒
動
も
、
オ
ラ
ン
ダ
の
援
助
で
後
進
国
乍
ら
独
立
し
て
対
抗
し
よ
う
と
す
る
努
力
に
外
な
ら
な
い
。
　
こ
こ
で
、
幕
府
は
、
オ
ラ
ン
ダ
政
府
に
対
し
て
、
翌
年
夏
ま
で
に
、
中
型
武
装
蒸
気
船
一
隻
、
小
型
蒸
気
船
二
隻
乃
至
三
隻
、
そ
の
他
若
干
隻
を
長
崎
に
回
航
せ
し
め
、
そ
の
海
上
防
衛
に
資
す
る
こ
と
ど
し
、
商
館
長
を
通
じ
て
交
渉
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
当
時
、
ヨ
ー
・
ッ
パ
で
は
露
土
戦
争
の
最
中
で
あ
っ
て
、
ヨ
ー
・
ッ
パ
諸
国
が
殆
ん
ど
こ
れ
に
参
加
し
、
甚
し
い
混
乱
に
陥
っ
て
い
た
が
、
こ
の
こ
と
は
幕
府
の
知
る
と
こ
ろ
で
は
な
く
、
幕
府
は
た
父
海
上
防
衛
を
念
願
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
幕
府
の
命
を
受
け
た
長
崎
奉
行
は
ク
ル
チ
ウ
ス
に
対
し
、
通
詞
森
山
栄
之
助
を
し
て
口
頭
で
「
フ
レ
ガ
ッ
ト
船
以
下
蒸
気
コ
ル
ベ
ッ
ト
船
等
御
取
寄
」
す
る
こ
と
を
求
め
た
。
こ
の
軍
艦
購
入
申
込
み
に
対
し
て
、
ク
ル
チ
ウ
ス
は
嘉
永
六
年
九
月
十
三
日
（
一
八
五
一25一
　
　
　
第
一
節
　
長
崎
に
お
け
る
海
軍
伝
習
の
創
始
三
年
十
月
十
五
日
）
、
本
国
政
府
の
意
向
は
保
証
で
き
な
い
が
、
日
本
側
の
趣
旨
は
政
府
に
伝
達
し
よ
う
と
答
え
、
そ
の
た
め
に
必
要
・
な
方
法
そ
の
他
に
つ
い
て
も
自
分
の
意
見
を
述
べ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
以
後
、
こ
の
交
渉
は
頻
繁
に
行
わ
れ
た
。
　
翌
七
年
（
安
政
元
年
）
二
月
頃
に
は
、
長
崎
奉
行
水
野
筑
後
守
忠
徳
は
、
オ
ラ
ン
ダ
船
が
渡
来
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
運
用
方
法
は
ど
う
い
う
風
に
す
る
か
と
云
う
問
題
を
幕
府
と
交
渉
し
て
い
た
。
　
同
年
四
月
五
日
（
一
八
五
四
年
四
月
三
十
日
）
、
永
井
玄
蕃
頭
尚
志
は
長
崎
表
御
用
を
仰
付
け
ら
れ
、
同
月
二
十
五
日
（
陽
暦
五
月
二
十
一
日
）
、
長
崎
へ
出
向
く
よ
う
御
暇
を
賜
わ
っ
た
。
御
目
付
永
井
尚
志
の
就
任
後
問
も
な
い
五
月
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
軍
艦
蒸
気
船
を
こ
の
夏
持
渡
す
と
い
ふ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
も
し
持
渡
っ
た
な
ら
ば
代
価
は
ど
う
し
て
支
払
う
か
、
軍
艦
運
転
の
術
は
オ
ラ
ン
ダ
人
よ
り
稽
古
を
う
け
る
筈
で
あ
る
が
、
人
数
が
足
り
な
い
の
で
、
そ
の
方
法
は
ど
う
す
る
か
、
造
船
の
件
は
ど
う
す
る
か
な
ど
を
幕
府
と
交
渉
し
て
い
た
。
　
こ
の
年
五
月
に
は
、
幕
府
は
浦
賀
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
船
を
微
っ
て
、
鳳
鳳
丸
（
長
さ
二
十
二
間
、
幅
五
間
、
二
本
橿
）
を
新
造
し
、
こ
れ
と
前
後
し
て
薩
摩
藩
も
三
本
摘
の
帆
前
船
昌
平
丸
を
建
造
し
た
が
、
こ
れ
が
わ
が
国
に
お
け
る
洋
式
軍
艦
の
濫
鵤
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
天
保
九
年
（
一
八
三
八
年
）
、
水
戸
藩
が
幕
府
に
建
議
し
て
日
立
丸
を
造
船
す
る
こ
と
を
申
出
て
、
当
時
ま
だ
鎖
国
政
策
の
一
端
た
る
大
船
建
造
の
禁
が
と
け
な
か
っ
た
た
め
、
却
下
さ
れ
て
以
来
、
十
六
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
　
さ
て
、
こ
う
し
た
国
際
的
動
乱
の
最
中
、
即
ち
こ
の
年
の
七
月
（
一
八
五
四
年
八
月
）
、
オ
ラ
ン
ダ
東
洋
艦
隊
所
属
の
軍
艦
ス
ン
ビ
ン
号
ω
o
窪
σ
一
謁
　
が
長
崎
に
入
港
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
幕
府
は
ス
ン
ビ
ン
号
の
在
舶
三
ケ
月
の
間
に
、
　
「
地
役
人
又
は
当
地
在
住
商
工
共
之
相
撰
調
練
其
外
伝
授
為
受
」
る
こ
と
が
決
し
、
艦
長
グ
・
フ
ァ
ビ
ウ
ス
O
、
局
ぎ
ご
ω
は
そ
の
求
め
に
応
じ
て
、
海
軍
に
関
す
る
初
歩
の
学
術
を
伝
習
し
、
同
時
に
長
崎
警
備
を
担
任
し
た
黒
田
、
鍋
島
両
藩
の
家
臣
の
参
加
を
許
し
た
。
こ
う
し
て
、
そ
の
秋
、
幕
府
と
オ
ラ
ソ
ダ
政
府
と
の
間
に
、
蒸
気
船
ス
ン
ビ
ン
号
を
幕
府
に
寄
贈
す
る
こ
と
、
砲
十
門
乃
至
十
二
門
を
備
え
る
百
馬
力
の
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
二
隻
を
日
本
政
府
の
た
め
に
建
造
し
、
そ
の
一
隻
は
一
八
五
七
年
（
安
政
四
年
）
中
に
、
他
の
一
隻
は
そ
の
一
バ
02］
翌
年
中
に
交
付
す
べ
き
こ
と
、
先
に
ス
ン
ビ
ン
号
に
お
い
て
実
施
し
た
伝
習
を
続
行
す
る
準
備
と
し
て
グ
・
フ
ァ
ビ
ウ
ス
中
佐
を
再
度
日
本
に
派
遣
す
る
こ
と
、
ス
ン
ビ
ン
号
の
操
縦
を
教
え
る
た
め
、
適
当
な
専
門
家
を
出
島
に
滞
在
せ
し
め
る
こ
と
な
ど
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
　
こ
の
決
定
に
基
き
、
翌
年
六
月
八
目
（
陽
暦
七
月
二
十
一
日
）
、
グ
・
フ
ァ
ビ
ウ
ス
は
フ
ェ
デ
ー
号
O
o
α
魯
に
搭
乗
、
幕
府
に
寄
贈
す
べ
き
ス
ソ
ビ
ン
号
を
率
い
て
長
崎
に
入
っ
た
。
ス
ン
ビ
ン
号
に
は
海
軍
伝
習
隊
長
ペ
ル
ス
・
ラ
イ
ケ
ン
O
●
ρ
ρ
－
巴
ω
空
▽
ぎ
b
以
下
、
二
十
二
人
の
派
遣
教
官
が
塔
乗
し
て
い
た
が
、
同
月
十
一
日
（
陽
暦
七
月
二
十
四
目
）
、
ク
ル
チ
ウ
ス
は
「
和
蘭
国
王
ゴ
ロ
ー
ト
ヘ
ル
ト
ル
フ
ァ
ン
リ
ュ
ク
セ
ム
ビ
ュ
ル
グ
よ
り
献
貢
物
と
し
て
蒸
気
船
ス
ー
ム
ピ
ン
グ
捧
げ
奉
り
侯
」
と
申
出
、
オ
ラ
ン
ダ
国
王
ウ
ィ
ル
レ
ム
三
世
の
名
に
お
い
て
幕
府
に
贈
呈
さ
れ
た
の
で
、
直
ち
に
観
光
丸
と
改
称
さ
れ
た
。
こ
こ
に
漸
く
わ
が
国
最
初
の
近
代
的
海
軍
の
創
設
の
実
現
を
み
た
訳
で
あ
る
が
、
こ
の
伝
習
の
交
渉
に
際
し
、
ク
ル
チ
ウ
ス
及
び
グ
・
フ
ァ
ビ
ウ
ス
は
、
共
に
、
伝
習
生
の
予
備
教
育
と
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
教
育
を
実
施
し
て
　
　
　
第
二
章
　
長
崎
医
学
の
基
礎
置
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
得
策
で
あ
る
こ
と
を
勧
告
し
た
。
　
幕
府
は
こ
の
海
軍
伝
習
開
始
の
た
め
、
着
々
と
し
て
準
備
を
開
始
し
、
安
政
二
年
七
月
二
十
九
日
（
一
八
五
五
年
九
月
十
日
）
、
老
中
達
を
以
て
、
長
崎
在
勤
御
目
付
、
永
井
岩
之
丞
（
後
の
玄
蕃
頭
）
尚
志
に
対
し
、
「
阿
蘭
陀
献
貢
之
蒸
気
船
の
運
用
其
外
為
伝
習
被
遣
候
者
共
之
指
揮
掛
引
等
都
而
之
進
退
取
締
方
引
請
取
扱
可
申
」
と
命
じ
、
同
時
に
浦
賀
奉
行
、
勘
定
奉
行
、
船
手
目
付
、
長
崎
奉
行
、
大
船
製
造
掛
に
命
じ
て
各
々
そ
の
配
下
よ
り
伝
習
要
員
を
指
名
し
、
小
十
人
組
学
間
所
教
授
方
出
役
矢
田
堀
景
蔵
（
鴻
）
、
小
普
譜
勝
麟
太
郎
（
後
の
安
房
守
義
邦
、
号
は
海
舟
）
、
徒
士
目
附
永
持
享
次
郎
を
選
抜
し
て
指
揮
官
要
員
と
し
、
永
井
尚
志
の
指
揮
下
に
入
ら
し
め
た
。
八
月
十
日
（
陽
暦
九
月
二
十
日
）
、
，
牧
野
藩
士
小
野
友
五
郎
も
航
海
測
量
伝
習
の
参
加
を
命
ぜ
ら
れ
、
同
月
二
十
七
日
（
陽
暦
十
月
七
日
）
、
矢
田
堀
、
勝
、
永
持
以
下
二
十
二
名
は
「
蒸
気
船
製
造
並
運
転
大
砲
打
方
」
、
小
野
友
五
郎
等
、
十
五
名
は
「
蒸
気
船
運
送
船
打
並
航
海
測
量
御
用
」
と
な
っ
て
、
伝
習
地
、
長
崎
に
向
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
江
戸
時
代
初
期
か
ら
長
崎
防
備
を
担
当
し
て
い
た
佐
賀
藩
（
四
十
六
人
）
及
び
福
岡
藩
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第
一
節
　
長
崎
に
お
け
る
海
軍
伝
習
の
創
始
（
二
十
八
人
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
薩
摩
藩
（
十
六
人
）
、
熊
本
藩
（
五
人
）
、
萩
藩
（
十
五
人
）
、
津
藩
（
十
二
人
）
、
福
山
藩
（
四
人
）
、
掛
川
藩
（
一
人
）
も
伝
習
生
を
送
り
、
幕
府
派
遣
の
伝
習
生
が
長
崎
に
着
い
た
十
月
よ
り
伝
習
が
開
姶
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
監
督
取
締
は
永
井
岩
之
丞
尚
志
、
教
場
は
長
崎
奉
行
所
西
役
所
で
あ
り
、
教
官
は
ペ
ル
ス
・
ラ
イ
ケ
ン
　
勺
①
一
ω
聖
一
鼻
9
（
航
海
術
、
運
用
術
）
、
ス
・
ガ
ラ
ウ
ェ
ン
ω
、
O
墨
巨
≦
9
（
造
船
学
、
砲
術
）
、
エ
r
グ
団
o
α
q
（
船
具
学
．
測
量
術
）
、
　
デ
．
ヨ
ン
グ
α
o
甘
讃
o
（
算
術
）
、
機
関
士
（
機
関
学
）
、
下
士
官
（
砲
術
調
練
）
で
あ
り
、
こ
の
他
に
地
理
学
、
歴
史
学
、
築
城
学
、
騎
馬
調
練
、
艦
砲
及
野
山
砲
教
練
、
手
銃
教
練
、
太
鼓
打
法
等
が
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
際
の
伝
習
は
、
陸
上
（
講
義
時
間
は
午
前
八
時
よ
ゆ
十
二
時
、
午
後
一
時
よ
り
四
時
ま
で
）
と
、
海
上
（
時
折
）
に
分
．
け
ら
れ
て
い
た
が
、
安
政
四
年
三
月
四
日
（
一
八
五
七
年
三
月
二
十
九
日
）
、
永
井
尚
志
は
長
崎
を
去
り
、
江
戸
に
向
っ
た
。
最
初
の
海
軍
伝
習
は
、
こ
こ
に
終
焉
を
み
る
に
至
り
、
や
が
て
第
並
次
、
海
軍
伝
習
の
開
始
に
至
る
端
緒
と
な
っ
た
が
、
こ
め
よ
う
な
時
代
の
要
請
に
よ
β
て
ポ
ン
ペ
の
医
学
伝
習
庵
開
，
始
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
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